
〔表２〕教育総務課の重点施策の評価と外部評価委員の点検・評価

重点施策 主な実践項目 評価 外部評価委員の点検・評価（一部）

１ 教育委員会の充実
１ 教育委員会の活性化

4.0
委員会の傍聴者がいなかったとの事だが、年間計
画が解っているのならば事前にLINE等で連絡して
もらえれば、一年に一度は傍聴するかもしれない。２ 教育情報の発信と収集

２ 学校教育環境の
整備促進

１ 学校施設等の計画的整備

4.0

計画に沿って着実に実施されており、市の上位計
画との整合性や各学校を均等に整備していく考え
は理解できる。今後はさらに現場からの意見を聞
き、現地を見て、学校と一緒に環境を整えてもら
いたい。２ 学校施設の整備

３ 垂水高校振興支援
計画の推進 １ 振興・支援策に基づく取組みの

充実・拡大 3.0

垂水高校振興支援により、資格取得の機会が有利
になり、前年度も確実に取得者が増えている。ま
た、進学についても今年度は、滋賀大学の教育学
部へ進学する生徒もいる。資格の取得が生徒の自
身につながり、やる気のみなぎる校風が実現して
いる。

４ 学校教育と連携し
た学校給食の充実 １ 学校給食の充実と食育の推進 4.0

学校給食は、他の市町村がまね出来ないほど、内
容が良い。給食センターの味が、そのまま、垂水
の味となって、今の食を提供する各店舗の味の
ベースになっている。私は、県内各地を転勤して
きて言えることだが、垂水の食堂やスーパー等の
総菜について、県で一位の評価をつけている。

※推進状況など詳細は、HPなどからご確認ください。

〔表３〕学校教育課の重点施策の評価と外部評価委員の点検・評価

重点施策 主な実践項目 評価 外部評価委員の点検・評価（一部）

１ 確かな学力を定着
させる教育の推進

１ 確かな学力の定着

4.0

ＧＩＧＡスクールの為か、子供たちの学力が向
上していることは、非常にすばらしい。また、
学習する習慣が身についている証拠でもあると
考える。ＩＣＴで複式学級の単式化は素晴らし
い工夫である。児童も先生も負担軽減になって
いると考える。あるものは利用し、創意工夫で
前向きに行動している事は非常に評価する。

２ 複式教育の充実

３ 特別支援教育の充実

２ ＧＩＧＡスクール
構想の推進

１ タブレット端末活用による授業力向上

4.0

他地域と比較し、垂水のＧＩＧＡスクールはう
まくいっていると聞く。新しい取組には弊害も
あったと思うが、児童生徒・保護者・教職員が
協力している賜物であると考える。家庭でもタ
ブレット端末が使用できる様に工夫され、学習
習慣・学力向上に繋がっているのではないか。

２ ＡＩドリルを活用した個別最適な家庭学
習の工夫

３ タブレット端末による遠隔学習等を通し
た交流推進

３
豊かな心と健やか
な体を育む教育の
推進

１ 心の教育の充実

3.0

心・道徳・人権の授業は答えが１つでない為、
非常に難しい。人対人の問題である為、タブレッ
ト端末では学ぶ事は難しいと思う。先日「『表現
の自由』とは自分で何でも表現していいという
訳ではなく、相手のどんな表現も理解してあげ
る事」だとあった。最近の子は、自分優先であり、
相手を思いやる気持ちが大切な事を理解させて
欲しい。

２ 心に届く生徒指導の充実

３ 人権教育の推進

４ 体力・運動能力の向上と健康教育の充実

４ 信頼される学校
づくりの推進

１ 開かれた学校経営の充実

3.0
各学校の様子を様々なメディアで見かけること
も多く、開かれた学校作りについて積極的に活
動してることを評価する。

２ 教職員の資質向上

３ 服務規律の厳正確保

※推進状況など詳細は、HPなどからご確認ください。
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▲タブレット端末を使った授業の様子
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